
会報『社協』は「赤い羽根共同募金」の助成事業で作成しています

86号
令和８年１月１日

会 報

福島町社 協社 協社 協社 協

福島幼稚園児から社協にエールで元気100倍♪
　だいすきな、おじいちゃん、おばあちゃんの
おせわをしてくださってありがとう！
　さむくなってきましたので、おからだに
きをつけておすごしください



2

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
令
和
八
年
の
希
望
に
満
ち

た
新
春
を
お
健
や
か
に
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
か
ら
社
協
に
対
し
て
温
か
い
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
は
、
全
国
各
地
で
地
球
温
暖
化
の
影
響
と
思
わ
れ

る
記
録
的
な
猛
暑
や
甚
大
な
大
雨
災
害
、
さ
ら
に
は
ク
マ

の
市
街
地
出
没
で
の
人
的
被
害
な
ど
、
衝
撃
的
な
ニ
ュ
ー

ス
が
多
く
報
道
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
明
る
い
話
題
と
し
ま
し
て
は
、
昨
年
十
月
に

二
十
四
時
間
テ
レ
ビ
よ
り
当
社
協
に
「
リ
フ
ト
付
バ
ス
」

寄
贈
決
定
の
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
の
春
か
ら

新
し
い
車
両
で
の
移
送
サ
ー
ビ
ス
が
見
込
ま
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

ま
た
、
生
命
保
険
協
会
函
館
協
会
よ
り
ポ
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
や
室
内
ペ
タ
ン
ク
な
ど
の
物
品
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

各
地
域
で
開
催
し
て
い
る
、
さ
わ
や
か
サ
ロ
ン
で
の
活
用

を
図
り
な
が
ら
、
更
な
る
地
域
課
題
の
掘
り
起
こ
し
や
社

会
福
祉
の
ニ
ー
ズ
把
握
な
ど
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
一
年
、
平
安
な
年
で
あ
る
こ
と
を
願
い
、
地
域
福

祉
の
推
進
に
役
職
員
一
丸
と
な
り
、
一
層
の
取
り

組
み
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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ざ
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渡島老人クラブ連合会研修
　11月12日～13日、函館市の湯元啄木亭で
渡島老人クラブ連合会研修会が開催され、当
町から７名が参加しました。
　講座では「声を出していきいき長生き」を
テーマに音楽に合わせた体操やカラオケ大会
など、会員相互の交流を楽しんでいました。

　11月17日、福祉センターで４町の老人ク
ラブ研修が開催され、当町からの70名を含
む約150名の参加がありました。
　第１部では松前警察署職員による「特殊詐
欺防止」の講話、第２部では津軽三味線日本
一の杉本雅人氏のコンサートを満喫し、大変
盛況でした。

　12月１日、生命保険協会函館協会より、
社会福祉事業の助成として、ポケットボール、
室内ペタンク、モルックの寄贈に伴う贈呈式
が行われました。今年のさわやかサロン事業
で有効に活用させて頂きます。

　10月15日、北海道教育大学函館校の齋藤
教授を講師に迎え、「信頼関係をつくるコミュ
ニケーション術」をテーマに介護３事業所の
職員21名が、業務上生かせる対応等につい
て研修しました。

　また、渡島地区老人クラブ連合会長表彰の
表彰式が行われ、当町から５名の方が表彰さ
れました。おめでとうございます。
【渡島老人クラブ連合会・会長表彰者】
 深川清春 様、極檀忠男 様、対馬昭子 様、
 長沢洋子 様、岩山慶麿 様

北海道社協会長顕彰の受賞
　永年にわたり社協役員として地域の社会福
祉の増進に貢献された功績を称え、この度、
当社協の役員３名の方が、北海道社会福祉協
議会会長顕彰を受賞されました。

　12月８日には、福祉センターで当会の金
谷会長より３名の役員の皆さんに表彰状の伝
達が行われました。これまでのご協力に感謝
申し上げますとともに、今後とも益々のご活
躍をご祈念いたします。

　（受賞者：左から小林佳子理事 様、
� 堀繁子副会長 様、常磐井武典評議員 様）　

渡島西ブロック老人クラブ研修

軽スポーツ交流物品の寄贈！

第３回介護職員スキルアップ研修
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令和7年度赤い羽根共同募金運動に
ご協力いただきありがとうございます

令和７年度募金総額（12月20日現在）1,051,692円

町 内 会 名 募金額（円）

松 浦 町 内 会 1 5 , 0 0 0

吉 野 町 内 会 3 3 , 0 0 0

館 崎 ２・ ３ 町 内 会 2 1 , 6 0 0

館 崎 １ 町 内 会 2 1 , 0 0 0

吉 岡 第 ３ 町 内 会 3 4 , 8 0 0

吉 岡 第 １・ ２ 町 内 会 2 2 , 2 0 0

豊 浜 町 内 会 1 6 , 8 0 0

宮 歌 町 内 会 2 7 , 0 0 0

白 符 町 内 会 6 2 , 4 0 0

日 向 第 ２ 町 内 会 1 7 , 4 0 0

日 向 第 １ 町 内 会 1 9 , 2 0 0

日 向 第 ３ 町 内 会 1 2 , 6 0 0

福 島 第 ４ 町 内 会 4 2 , 0 0 0

福 島 第 ３ 町 内 会 2 5 , 8 0 0

町 内 会 名 募金額（円）

福 島 第 ２ 町 内 会 1 8 , 0 0 0

福 島 第 １ 町 内 会 1 2 , 6 0 0

館 古 町 内 会 2 4 , 0 0 0

月 崎 第 １ 町 内 会 5 2 , 8 0 0

月 崎 第 ２ 町 内 会 6 0 , 0 0 0

丸 山 町 内 会 4 5 , 0 0 0

塩 釜 町 内 会 1 8 , 0 0 0

浦 和 町 内 会 9 , 0 0 0

緑 町 町 内 会 2 2 , 8 0 0

新 栄 町 町 内 会 6 0 , 0 0 0

三 岳 第 １ 町 内 会 6 4 , 2 0 0

三 岳 第 ２ 町 内 会 2 2 , 2 0 0

千 軒 町 内 会 1 3 , 8 0 0

町内会分小計 7 9 6 , 2 0 0

法　　人　　等 募金額（円）

法　 人　 募　 金 2 0 7 , 0 0 0

学　 校　 募　 金 2 4 , 8 1 4

職 域・ そ の 他 募 金 2 3 , 6 7 8

法人募金等小計 2 5 5 , 4 9 2

　令和７年度赤い羽根共同
募金運動にご協力頂きあり
がとうございます。北海道
と地元福島町の福祉のため
に活用される共同募金に、
今後ともご理解ご協力をお
願いいたします。
　福島町共同募金委員会
　会長　花　田　春　夫

令和７年度募金額内訳書
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共
同
募
金
へ
の
ご
協
力
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【福島小学校 児童会のみなさん】
左から　坂口穂果さん・吉田陽葵さん
　　　　　　　　　　　坂口 澪さん・平野ベニカさん

【福島中学校 生徒会のみなさん】
左から　湯淺愛空さん・山舘夢花さん

　　　　　　　　　　村田稀生さん・砂山大知さん

【吉岡小学校 児童会のみなさん】
左から　三影柊太さん・佐藤舞香さん・三影蒼太さん
　　　　　　　　　　水澤千愛さん・佐藤琥太郎さん

【福島商業高等学校 生徒会のみなさん】
左から　新山　菫さん・松岡颯翔さん・渕上　純さん

共同募金は福島町と北海道内の福祉向上のための事業に配分されます

町内の各学校でも募金活動に取り組んでいただきました

　当社協は、町民皆様のご支援に支えられながら、地域福祉事業及び介護保
険事業所の運営を進めております。
　社協の運営財源は、町民の皆様から収めていただく会費と賛助会費、町補
助金、赤い羽根共同募金の助成金等により賄われております。
　主な使い道は、職員人件費、介護保険事業、会報発行事業、各種福祉団体
への助成事業等に使われております。
　賛助会費は、町内の企業、事業所に募集のお願いをしております。
　大変厳しい経済状況ですが、事業運営の貴重な財源となっていますので、
ご理解ご協力をお願い申し上げます。
　なお、12月20日現在で83社、44万円の賛助会費を頂いております。誠に
ありがとうございます。

賛助会費
一口 千円
（何口でも可）

社協・賛助会費の御礼社協・賛助会費の御礼
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除雪ボランティア活動と除雪ボランティア活動と
町有小型除雪機の貸出し受付町有小型除雪機の貸出し受付

　社会福祉協議会が行う児童福祉活動の支援
などに対し、次のとおりご寄付を頂きました。
心から感謝申し上げます。
匿名希望 　様　　　　　寄付金� 20,000円

ご厚志ありがとうございました

　訪問介護ヘルパー業務員１名を募集しています。福
祉とおもいやりの精神でやりがいを感じるお仕事です！
１　勤　務　日　週３日程度（１日約５時間）
２　必要な資格　①介護職員初任者研修
　　　　　　　　　（旧ヘルパー２級以上）修了者
　　　　　　　　②普通自動車免許
３　給 与 待 遇　�時給1,110円、処遇改善加算手当9,000

円／月、就労奨励金60,000円（最大）
※詳細は、社協事務局（☎４７－２２８４）まで

就労奨励金～最大６万円支給
職員募集 ●新採用（令和７年12月８日付）

　訪問入浴サービス業務員� 品　川　美　恵

社協の人事異動

　社会福祉協議会は一般的に
「社協」と呼ばれていますが、
社会福祉法に基づき各自治体
に必ず設置されている住民の
ための福祉団体です。
　福島町では、青函トンネルが開業する前年の昭
和62年に北海道知事より社会福祉法の認可を受け
法人化されています。
　平成12年度に介護保険制度が施行され、現在は、
介護事業者のひとつとして見られがちですが、町
の地域福祉向上のため、様々な業務を行っています。
　具体的な業務は、社協だより６月号の事業計画
や10月号の事業報告などで周知していますが、こ
こでは低所得者福祉事業についてご紹介します。

◎生活福祉資金貸付事業
　北海道社会福祉協議会が実施する事業で、他の
貸付制度が利用できない低取得者世帯や障害者世
帯などに対し、安定した生活を図ることを目的と
した貸付制度の相談窓口を行っています。

◎心配ごと相談事業
　日常生活での困りごとや不安、悩みごとに対し
て、助言や必要に応じて専門的機関をご紹介しま
す。また、当社協独自の制度で経済的に困ってい
る世帯に「一時的な生活資金」を貸付する制度も
あります。

　社会福祉協議会では、今年も各町内会に高齢者
宅の除雪ボランティアをお願いしています。
　除雪は高齢者の方にとって重労働ですが、除雪
ボランティアの方も、それぞれの生活や仕事があ
り「お互いさま」という助け合いの精神や善意が
もとになっています。
　「今すぐやってほしい」というご要望にはお応
えできない場合もありますのでご理解願います。

●町有小型除雪機の貸出し受付
　貸出しの対象は、除雪ボランティア従事者と
して本会に「登録されている町内会」になりま
す。使用にあたり何点か条件がありますが、是
非ご活用下さい。お問合せは、社協事務局（☎
４７－２２８４）まで

（貸出できる小型除雪機）

社協とは？


